
Copyright (C) 2024 JETRO. All rights reserved.

リアルタイムロボティクス株式会社
産業⽤ロボット普及拡⼤とSIer業務の標準化促進

本事業の目的・背景 実施内容

対日直接投資喚起事業補助金

◼未対応だったデンソーウェーブ社ロボットとのイ
ンターフェース開発をボストンオフィスのエンジ
ニアが担い、試行先のデンソー社へベータ版とし
て提供した。デンソー社では変種変量生産ニーズ
に対応する複数台ロボットセルで弊社ソリューシ
ョンを導入検討されてきたが、同アプリケーショ
ンにデンソーウェーブロボットを導入してさらに
広範囲での活用を目指した。

◼一方、複数台ロボットの動作計画を最適化する新
規ソリューションOptimizationについても、本事
業期間内にボストンオフィスおよびベルリンオフ
ィスでの開発と、日・米・欧の自動車メーカーで
の試行を推進してきた。

◼現在の主要対象アプリケーションである自動車の
スポット溶接ラインでは、溶接打点の割振、溶接
順序、各ロボットの動作経路、インターロックな
ど多くの要素を最適化し、目標のサイクルタイム
を達成するためのロボットセル全体の動作計画を
短期間でリスクなく得ることができる。既に複数
の自動車メーカーで試行を完了し、非常に良好な
結果に基づいて事業化の議論を開始している。

◼ 自動車をはじめとする製造業において、効率向上
や人手不足対応として産業用ロボット導入が加速
している。産業用ロボットの稼働には動作計画プ
ログラミングが必須であり、所要時間やコストの
課題がある。特に複数台のロボットを稼働する場
合はロボット同士の衝突干渉も考慮する必要があ
り、経験あるエキスパートが必須である。

◼ 弊社が開発するソフトウェアによれば、複数台ロ
ボットセルの動作計画を自動生成することができ、
誰もが簡単に短時間で産業用ロボットを導入でき
る。また、プログラミング言語の異なる9社のロ
ボットメーカーに共通して活用できるため、ロボ
ットSIerの業務標準化と収益率の改善にも寄与す
ることを期待している。

◼ 本事業では、未サポートのロボットメーカーやシ
ミュレーションソフトとのアドオン機能などを開
発し、より多くのユーザでの試行活用を通じて事
業化を加速することを目的とする。
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検証結果（成果）

今後の活動予定

対日直接投資喚起事業補助金

◼ デンソーウェーブ社ロボット用インターフェース
は未だベータ版につき、ロボット動作速度に制限
がある。その前提においてデンソー社での活用検
証が複数のアプリケーションで実行されており、
フィードバックを受けつつ今後の機能改善を継続
中である。今後は同社ロボットを使用する製造業
各社にも正式版インターフェースを展開し、より
広い活用と事業化を目指す。

◼ Optimizationは国内外の約20社で試行を推進して
おり、その多くでエキスパートエンジニアと同等
以上のサイクルタイムを実現する結果を得た。成
果を確認できた企業では、目的別に下記2種類の
方針に分けて事業化議論を開始している。まず、
自社内エンジニアを超えるサイクルタイムの短期
達成を要件とするケースについては、突発的な委
託依頼に対しタイムリーな対応が要求される。他
方、エンジニア不足対応として、プログラミング
全般のアウトソーシングとして活用するケースに
ついては定期的な委託業務となるため、より安定
的な事業推進が期待できる。

◼ 今後は物流や半導体製造、食品製造など、より広
い分野への適用拡大により、産業用ロボットをよ
り身近で簡単に導入できるソリューションとする
ことに貢献したい。

◼ また、SIer業務の標準化による収益力の向上にも
役立てるよう、実績に基づいたプロモーション活
動を強化したい。

検証結果（課題）・解決策

◼ Optimizationを中心に自社ソリューションの成立
性検証において大きな成果を得ることができた。
特に自動車メーカーなどの実事業者と共同して実
証試行を展開して良好な結果を得られたことは、
自社ソリューションへの確信となるとともに、今
後の事業展開プロモーションの礎となる。

◼ 今後は自動車以外の製造業への展開を見据え、よ
り多様な顧客・ユーザとのタイムリーな協業が課
題となるが、国内従業員の追加雇用や国内SIerパ
ートナー企業の募集などで対応する予定である。
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